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　新市制におけるまちづくりの総合的指針

として 2007 年 3 月に策定した「第 1 次能

美市総合計画」は、8 つの基本方針と 5 つ

のリーディングプランのもと、子育て支援

や高齢者福祉の充実、企業誘致など様々な

施策を展開してきました。その結果、それ

までの地道な取り組みが実を結び東洋経済

新報社が発表した「全都市住みよさランキ

ング」では 2014 年から 2017 年の 4 年連

続で全国総合トップ 10 入りするなど、暮

らしやすいまちとして全国的にも高く評価

されています。

　2016 年度で第 1 次能美市総合計画の目

標年次を迎える中で、「人口減少」「成熟時代」

「地方創生」といった時代背景を踏まえつつ、

社会経済情勢の急速な変化に負けない強く

しなやかな長期安定的なまちづくりの礎と

なるよう第 2 次能美市総合計画を策定する

ものです。
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計画策定の趣旨

　基本構想は、まちづくりの基本理念やテーマ、基本方針、将来人口目標、土

地利用構想、まちづくりの体系、「横糸」プロジェクトを示すものです。

　基本計画は、基本構想で定めるまちづくりの方針を踏まえて、その実現のた

めに必要となる分野別の施策を体系的に整理し、各種施策の展開方針や目標指

標を示すものです。

計画の構成

基本構想

目指すべき将来像やその実現に向けた

まちづくりの基本方針などを示すもの

基本計画

分野別の施策の展開方針や具体の施策・

事業、目標指標などを示すもの

能美創生総合戦略

反映 整合

実施計画

（各分野の個別計画等）

能美創生人口ビジョン

計画期間

2017 年度～2026 年度 10 年間
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今こそ「能美」の由来に思いを馳せる

　「能美」という名は、平安時代の前期、弘
こうにん

仁 14 年（西

暦 823 年）に加賀国が立国した際に、新しい行政区画

として生まれた加賀国能美郡に由来します。

　「能美」とは、「物事を成し得る素晴らしい力と美しい

自然環境のある地」すなわち「新しい加賀国の政治経済

の中心地としてふさわしい地」といった意味があり、当

時の人々が新しい国づくりに対する意欲や誇りを表現す

るために、旧来の「野身」を白山や日本海、緑豊かな平

野を眺望できる「美しき能
よきくに

国＝能美」に改称したものと

考えられます。

　日本は今、「拡大・成長」の時代から「縮小・成熟」

の時代へと大きな転換期を迎え、まさに “ 新しい国づく

り ” が求められる中で、今こそ「能美」の由来に思いを

馳せ、新時代をリードするまちづくりを進めていきます。

まちづくりは「ひとづくり」

　より良いまちづくりには、主役となる市民が元気で

郷土に誇りを持ち、各地域にキラリと光る魅力がなけ

ればなりません。

　住みたくなる・訪れたくなるまちを創っていくため

には、市民がそれぞれの立場で自らの「能」（物事を成

し遂げる力）を発揮し、長年にわたり受け継がれてき

た本市の「美」（自然環境や心の美しさ）を磨き上げて

いくことが求められます。

　今後 10 年間のまちづくりのテーマを「市民が躍動し、

地域が輝く 能
よ

き美しきまちづくり」とし、本市に暮ら

す人々が「能美市に住んで良かった」、「これからもずっ

と住み続けたい」と思える都市を目指し、サブテーマ

として、「暮らしやすさを日本一、実感できるまち」を

掲げます。

まちづくりのテーマ

　国内の各地で人口減少による影

響が顕在化してくる中で、本市が

将来にわたって持続可能な地域で

あり、市民のより良い暮らしの実

現と「訪れたい、住んでみたい」

と市内外の人や企業から選ばれる

まちを目指して、暮らしの機能の

「集約」と地域内経済循環や暮ら

しの質を高める「活性化」の視点

から、市民と企業・行政が一体と

なった総合的なまちづくりに取り

組みます。

　そのためには、みんなが現状と

課題を共有し、「自ら考え、行動

する力」（市民力）を結集し、「地

域の問題を自ら解決できる力や地

域の魅力を創出できる力」（地域

力）を高め互いに連携協力し合い

ながら、これからの時代を力強く、

そして、心豊かに生き抜く自立し

た都市を創造していきます。

まちづくりの基本理念

能美市の原動力となる

市民力

市民力を

掘り起こす

市民力を

高め合う 市民力を

発揮する

市民力の結集により、能美市の「地域力」を高める

長期安定的な「まちづくりの基礎」を固める

「集約」と「活性化」により「選ばれるまち」へ

「市民力」とは

市民が地域の一員として “自ら考え、行動する力”

市民

行政 企業

市民力を

掘り起こす

市民力を

高め合う

協働

市民力を

発揮する

今後 10 年で

より色濃く実践
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暮らしやすさを日本一、実感できるまち

市民が躍動し、地域が輝く
能

よ

き美しきまちづくり

 「集約」と 「活性化」を軸に、選ばれるまちをみんなで創る

「市民力」と「地域力」を
さらに高め、新たな能美市の創生へ
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　「能美創生人口ビジョン」（2016 年 3 月）では、長期

的な人口減少は不可避であることを受け止め、国や石川

県の取り組みのほか、本市独自の取り組みを加え、自然

減対策（出生率の改善）及び社会増対策（人口定着＋移

住）を講じ、2040 年を目標年次として 48,800 人の確

保を目指しています。（国の推計値と比較して、約 1,500

人の上振れを目指すものです。）

　第 2 次能美市総合計画においても人口ビジョンを反映

し、目標年次である 2026 年度に概ね 50,000 人の確保

を目指します。

　高齢化の進行に関しては、後期高齢者が増大すること

に留意する必要があります。2015 年を 100 とした場合、

後期高齢者の数は本計画の目標年次である 2026 年時点

で約 1.5 倍、2060 年時点で約 1.7 倍になることが想定

されます。

　また、年少人口は今後 10 年間で約 13％が減少、生

産年齢人口も 2045 年には約 15％の減少が想定されて

います。

　このことを踏まえ、今後のまちづくりの施策展開を

行っていきます。
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能美市の将来人口目標（日本人＋外国人※）

島根県中山間地域研究センター推計（日本人＋外国人※）

国立社会保障・人口問題研究所推計（日本人＋外国人）

（人）

50,000 人
（外国人を含む）

第２次総合計画目標（2026）

48,800 人
（外国人を含む）

人口ビジョン目標（2040）

+1,500

目標

将来人口目標

計画年次である 2026 年度に
概ね 50,000 人の確保を目指す

後期高齢者の増加に備え、年少者や
若者世代の確保に向けた施策展開が必要

※島根県中山間地域研究センター推計及び能美市の将来人口目標の 2010 年・2015 年人口については、住民基本台帳に基づく外国人を含めた総人口

※年代別人口のバランスを

　なだらかにするための想定パターン

■ 本市の将来人口目標
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5,414
（10.9％）

6,582
（13.2％）

30,019
（60.2％）

7,798
（15.7％）

7,193
（14.4％）

29,802
（59.5％）

6,384
（12.7％）

6,713
（13.4％）

8,046
（16.1％）

8,497
（17.0％）

8,307
（16.8％）

5,201
（10.4％）

5,739
（11.6％）

5,427
（10.8％）

29,791
（59.5％）

29,380
（58.9％）

28,433
（57.3％）

6,793
（13.6％）

6,860
（13.7％）

7,070
（14.3％）

8,071
（16.5％）

7,116
（14.6％）

26,554
（54.3％）

7,154
（14.6％）

8,282
（17.2％）

7,324
（15.2％）

25,556
（53.1％）

6,997
（14.5％）

9,398
（19.8％）

9,727
（20.9％）

5,883
（12.4％）

4,873
（10.5％）

25,337
（53.5％）

6,754
（14.3％）

25,331
（54.4％）

6,611
（14.2％）

9,206
（20.2％）

4,613
（10.1％）

25,216
（55.2％）

6,595
（14.5％）

5,328
（10.8％）

31,015
（62.8％）

8,171
（16.5％）

生産年齢人口（15～64歳） 前期高齢人口（65～74歳） 後期高齢人口（75歳以上）

49,421 49,813 50,092 50,056 49,938 49,549 48,896 48,158 47,372 46,542 45,630

■ 2015 年を 100％とした場合の将来人口の推移

■ 本市の年齢４区分別の将来人口目標

目標設定の考え方

  自然減対策
　
● 合計特殊出生率を、5 年単

位で 2015 年時点の 1.665

より 0.05 ポイント上昇さ

せ、10 年 後 の 2025 年 以

降は 1.8 を継続させます。

● 達成度の推移を毎年度検証

しつつ、目標よりも速いス

ピードで上昇する場合は目

標値の上方修正を行い、人

口置換水準である 2.07 の

到達を目指します。

  社会増対策
　
● バランスのとれた年代別人口の確保を図り、2040 年時点

で 2015 年に比べて総人口で 90％以上、年少人口で概ね

90％程度の確保を目指します。

● 地域コミュニティの持続性を確保するために必要なＵＩ

ターン者の移住を促進し、2010 年から 2015 年の社会動

態に上乗せして年間約 100 人（想定パターンでは 14.5 組

の受入）の社会増を目指します。（右図）

 ＵＩターン者については、世代間のバランスを考慮し、

 次のパターンを 1 組と想定しています。

 ①  20 代前半夫婦がＵＩターン

 ②  30 代前半夫婦が 4 歳以下の子どもを連れてＵＩターン

 ③  60 代前半夫婦がＵＩターン

20 代前半夫婦 30 代前半夫婦

+

子ども

60 代前半夫婦

+ +

2人 2人

14.5 組

約 100人

3人



YOKOITO PROJECT
７分野・42 施策に区分し、総合的なまちづくりを推進する

暮らし・魅力

市民力・地域力を

高め魅力を創造する

能美づくり

健康・福祉

健康に、幸せな

人生を送ることが

できる能美づくり

教育・文化・スポーツ

心身を磨き上げ、

人の絆と感性を

育む能美づくり

産業・雇用

基盤産業と

地域産業がともに

躍動する能美づくり

居住環境

安全に、安心して

住み続けられる

能美づくり

歴史・自然

自然を守り、

歴史と伝統を尊ぶ

能美づくり

行財政

健全で持続可能な

行財政を営む

能美づくり

将来を紡ぐ

「横糸」　
プロジェクト

● 若者のライフデザイン

　 の支援

● 大学との連携

● 少子化対策・

　 子育て支援の充実

● 学校教育の充実

● 青少年の健全育成

● スポーツの振興

● 産学官金連携・

　 創業支援の推進

● 労働環境の充実

● 市民力・地域力の向上

● 暮らしの質の向上

● 移住・定住の促進

● 観光と交流の推進

● プロモーションによる

　 ブランド化の推進

● 国際交流の推進

● 市民力・地域力の向上

● 暮らしの質の向上

● 移住・定住の促進

● 若者のライフデザイン

　 の支援

● 大学との連携

● 観光と交流の推進

● 地域医療の推進

● 支え合いの地域づくり

● 高齢者福祉の充実

● 障がいのある人の

　 福祉の充実

● 農業・農村の振興

● 林業・山村の振興

● 商業の振興

● 工業の振興

● 産学官金連携・

　 創業支援の推進

● 九谷の里づくり

● 芸術・文化の振興 ● 九谷の里づくり

● 暮らしの質の向上 ● 地域医療の推進

● 支え合いの地域づくり

● 高齢者福祉の充実

● 障がいのある人の

　 福祉の充実

● 健康づくりの推進

● 公的保険制度の運営

● 生涯学習の推進

● スポーツの振興

● 公共交通の充実

● 防犯・交通安全の充実

● 消防・防災体制の強化

● 消費生活の向上

● 居住環境の充実

● 適正な土地利用の推進

● 道路の維持・整備

● 水道・下水道の

 　維持・整備

● 歴史・文化・伝統

　 の継承

● 里山・自然環境の

　 保全と活用

● 水環境の保全と活用

● 循環型社会と

　 環境美化の推進

● 歴史・文化・伝統

　 の継承

● 里山・自然環境の

　 保全と活用

● 市民目線による

　 行政運営

● 健全な財政運営

● 情報化社会への対応

● 商業の振興

都市や地域の

質を高める
プロジェクト

子どもや若者の

未来を拓く
プロジェクト

安全・安心な

暮らしを支える
プロジェクト

多様で活発な

人の流れを創る
プロジェクト

能美ならではの

しごとを育む
プロジェクト

● 公共交通の充実

７つの政策分野

まちづくりの基本理念に基づく将来像の実現に向けて、７つの分野別政策に対して 42 の施策区分を設定し、

総合的なまちづくりを推進します。また、７つの政策分野を「縦糸」（行政目線での専門的な取り組み）とすると、

それらを有機的に繋ぎ合わせ、複数分野の施策の相乗効果を生むためのプロジェクトを「横糸」（市民目線で

重視すべき取り組み）とし、分野横断的な取り組みを市民と行政の協働のもとで積極的に展開します。
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子どもや若者の未来を拓く 都市や地域の質を高める

　子育て支援や学校教育の充実、青少年の健全育成などの取り

組みを展開するとともに、企業誘致や創業支援などの産業振興

を図ることにより、住み良さランキングでも全国上位となるな

ど、特に子育て世代から「選ばれるまち」として成長を遂げて

きています。

　一方、将来人口推計の結果では、人口減少や少子高齢化の進行

は避けられず、未来の能美市を担う人材をいかに育成・確保してい

くかが重要な課題となっています。そのためには、子どもを産み育

てやすく働きやすい環境をはじめ、子どもや若者が夢を抱き、様々

なチャレンジによる体験を重ね、ふるさとを愛する心をもっていき

いきと成長できる環境がなければなりません。

　このことから、子育て支援などの取り組みをより一層充実す

るとともに、子どもや若者が生涯にわたって学び、出会い、働き、

世界的な視野と新しい発想をもって活躍できる未来を拓くため

の施策を推進します。

　第１次能美市総合計画の基本理念に掲げた市民力・地域力の向上に資

する各種施策をはじめ、独自条例に基づく適正な土地利用の誘導、公園・

緑地や上下水道などの社会基盤の整備、歴史・文化・伝統の継承や自然

環境の保全、そして行財政改革による市民サービスの向上に努めてきて

います。

　一方、将来的な人口減少が予測される中、成長・拡大を前提とした「量

的な充実」の時代は終わり、これまでに整備してきた社会基盤や本市固

有の地域資源を活かしながら、ハード・ソフトの両面からの「質的な充実」

が求められる時代へと変化してきています。まさに「集約」と「活性化」

が質的向上のポイントとなります。

　このことから、地方都市として「質」の源泉となる市民力・地域力の

向上を図るための施策をより一層推進していくとともに、本市の核とな

る顔づくりや中心市街地・駅前の活性化、道路網の充実、土地利用制度

に基づく良好な居住環境の充実、里山などの自然環境の保全、歴史・文化・

伝統の継承、行政サービスの充実や財政面での改善などを図ることによ

り、地方都市としての質の向上を目指します。
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Y
O

K
O

IT
O

 P
R

O
J

E
C

T

Y
O

K
O

IT
O

 P
R

O
J

E
C

T

01 02

将来を紡ぐ「横糸」プロジェクト

能美根上スマート IC 整備など道路網の強化（完成イメージ図）

本市の核となる顔づくり 中心市街地や駅前の魅力アップ 中山間地域の維持・活性化

古墳などの歴史・伝統の継承

▼関連する主な施策区分

暮らし・魅力

● 若者のライフデザインの支援
●  大学との連携

健康・福祉

● 少子化対策・子育て支援の充実

教育・文化・スポーツ

● 学校教育の充実
● 青少年の健全育成
● スポーツの振興

産業・雇用

● 産学官金連携・創業支援の推進
● 労働環境の充実

▼関連する主な施策区分

暮らし・魅力

● 市民力・地域力の向上
●  暮らしの質の向上

産業・雇用

● 商業の振興

居住環境

● 居住環境の充実
● 適正な土地利用の推進
● 道路の維持・整備
● 水道・下水道の維持・整備

歴史・自然

● 歴史・文化・伝統の継承
● 里山・自然環境の保全と活用
● 水環境の保全と活用
● 循環型社会と環境美化の推進

行財政

● 市民目線による行政運営
● 健全な財政運営
● 情報化社会への対応

子育てしやすい環境づくり

大学との連携による人材育成

若者の創業支援の推進

若者の出会いの場づくり ジュニアスポーツの充実・強化
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安全・安心な暮らしを支える 多様で活発な人の流れを創る

　市立病院と芳珠記念病院が救急医療機関となっているほか、

地域医療・介護・福祉を支える人たちによるサービス提供、ボ

ランティアなどによる地域福祉活動が盛んに行われており、公

的保険制度の運営と合わせて市民の健やかな暮らしを支えてい

ます。また、防災センターの整備や自主防災組織の設立支援など、

市民の安全・安心な暮らしの確保に努めてきています。

　一方、超高齢社会の到来、家族のあり方や地域社会の変容から、

高齢者、障がいのある人、児童などの福祉に関するニーズの多

様化・複雑化が進行しており、将来的に人口減少が予測される

中で、あらゆる住民が役割を持ち、支え合いながら、福祉サー

ビスを総合的に提供できる仕組みづくりが求められています。

　このことから、全世代・全対象型の地域包括支援体制を構築し、

より良い暮らしを支える地域単位での医療・福祉・生涯学習の

充実、ウオーキングなどによる健康づくりの推進、市民の足と

なる地域公共交通の確保、防犯・防災対策の強化などを図るこ

とで、誰もが住み慣れた地域や自らが望む場で、自分らしく活

躍し、安心して暮らし続けられる地域共生社会の実現を目指し

ます。

　観光ビジョンやそのアクションプランを策定し、九谷陶芸村や辰口温

泉などの観光資源の活用、「ウルトラアート」や文化祭など市民参画型

の芸術・文化の振興、国際交流などを通じた交流人口の拡大を図ってい

ます。また、住宅地の整備促進や空き家の利活用などによる移住・定住

の促進などに取り組んでいます。

　一方、東京オリンピック・パラリンピックを契機とするインバウンド

観光の増加や、北陸新幹線の金沢開業と福井方面への延伸など、本市を

とりまく人の流れの変化が予測される中、本市固有の地域資源を活かし

た観光振興や移住・定住の促進を図り、地方都市としてのブランド力を

高めていくことが求められます。

　このことから、九谷焼を活かしたブランディングをはじめ、地域密着

型の新たなイベントによる交流の活性化、いしかわ動物園や辰口温泉、

海山川の豊かな自然環境などの観光資源の活用を図り、本市のブランド

力を強化します。併せて、観光から移住・定住につなげるための環境整備、

北陸先端大留学生や姉妹都市・姉妹校との国際交流を推進することによ

り、新しい人の流れの創造を目指します。
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Y
O

K
O

IT
O

 P
R

O
J

E
C

T

Y
O

K
O

IT
O

 P
R

O
J

E
C

T

03 04

将来を紡ぐ「横糸」プロジェクト

▼関連する主な施策区分

暮らし・魅力

● 暮らしの質の向上

健康・福祉

● 地域医療の推進
● 支え合いの地域づくり
● 高齢者福祉の充実
● 障がいのある人の福祉の充実
● 健康づくりの推進
● 公的保険制度の運営

教育・文化・スポーツ

● 生涯学習の推進
● スポーツの振興

居住環境

● 公共交通の充実
● 防犯・交通安全の充実
● 消防・防災体制の強化
● 消費生活の向上

▼関連する主な施策区分

暮らし・魅力

● 移住・定住の促進
● 観光と交流の推進
● プロモーションによる

   ブランド化の推進
● 国際交流の推進

教育・文化・スポーツ

● 芸術・文化の振興

産業・雇用

● 九谷の里づくり

居住環境

● 公共交通の充実

歴史・自然

● 歴史・文化・伝統の継承
● 里山・自然環境の保全と活用

地域包括ケアの推進

新たなイベントによる交流促進

市立病院などの地域医療の充実 多文化共生・ 国際交流の推進 動物園などの観光資源の活用 移住・定住を支える環境の整備 移動を支える 公共交通の充実消防・防災体制の充実・強化 

ウオーキングによる健康づくり 

九谷焼によるブランディング  
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　第 2 次能美市総合計画に基づく施策・事業を進めていく過程においては、市民の皆

さまへの説明責任を果たしながら、その進捗状況を明らかにしていく必要があります。

　10 年の計画期間を、前期（2017 ～ 2019 年度）・中期（2020 ～ 2022 年度）・後

期（2023 ～ 2026 年度）とし、42 の施策区分ごとに設定した目標指標について、市

民満足度調査や各種の市民アンケートの結果などをもとに、行政評価システムによる

評価・検証を行いながら、総合計画の着実な実現と進捗管理に努めます。

　また、社会経済情勢の急速な変化に柔軟に対応するため、必要に応じて前期及び中

期の最終年で計画内容の見直しや修正を行うこととしています。

政策分野 目標指標の数 

１．暮らし・魅力 分野 １５ 

２．健康・福祉 分野 ２２ 

３．教育・文化・スポーツ 分野 １２ 

４．産業・雇用 分野 ２１ 

５．居住環境 分野 ２２ 

６．歴史・自然 分野 ８ 

７．行財政 分野 ７ 

合 計 １０７ 

● 時代に即応したまちづくりのために

能美ならではのしごとを育む

　工業団地の整備や企業誘致活動を積極的に推進するとともに、

九谷焼産業の活性化やワークインレジデンス制度の創設、農林

業への支援、北陸先端大の存在を活かした産学官連携、インキュ

ベーション施設を活かした創業支援などに取り組むことにより、

「ものづくりのまち」として発展してきました。

　一方、人口減少や少子高齢化の影響は人材不足という形で徐々

に顕在化してきており、九谷焼や農林業といった伝統産業・地

域産業における後継者の不足、医療・福祉・買物などの地域サー

ビスを支える人材の不足に対して、いかに地域内経済循環を促

し、地域に必要な仕事を創り出していけるかが課題となってい

ます。

　このことから、新たな企業の誘致とニッチトップ企業などの

既存企業の留置により製造業をはじめとする基盤産業の活性化

を図るとともに、九谷焼産業を支える人材の育成、農林業の６

次産業化、商工会や NPO などによるまちづくり事業の展開、北

陸先端大を核とした産学官金連携などの施策を総合的・複合的

に展開することにより、本市ならではの多彩な仕事の創造を目

指します。

プロジェクト

Y
O

K
O

IT
O

 P
R

O
J

E
C

T

05

将来を紡ぐ「横糸」プロジェクト

▼関連する主な施策区分

暮らし・魅力

● 市民力・地域力の向上
● 暮らしの質の向上
● 移住・定住の促進
● 若者のライフデザインの支援
● 大学との連携
● 観光と交流の推進

健康・福祉

● 地域医療の推進
● 支え合いの地域づくり
● 高齢者福祉の充実
● 障がいのある人の福祉の充実

産業・雇用

● 農業・農村の振興
● 林業・山村の振興
● 商業の振興
● 工業の振興
● 産学官金連携・創業支援の推進
● 九谷の里づくり

北陸先端大主催の マッチングハブ 九谷焼を活かした仕事づくり 中山間地域などへの移動販売 

NPO による まちづくり事業 

企業誘致・企業留置の推進 

能美市 総合計画 検 索

Action

Check

● 施策や事務事業の改善

● 施策や事業の優先順位付け

● 実施体制の改善  など

● 行政評価の実施

 　
（目標指標の進捗管理、成果・課題の洗い出しなど）

● 市民満足度調査や各種アンケートの実施

 
　（市民による直接的な評価）

● 行政評価システムのブラッシュアップ  など

Do
● 基本計画の実践

● 市民協働

● 情報公開

● 広報、広聴の推進　など

Plan

内部評価委員会
北陸先端大等研究機関と

連携した活動の精査

外部評価委員会 議会等の審査

予算

編成
連  動

第２次能美市

総合計画

政策

施策

実施計画
（各種個別計画）

計画の詳細については、能美市ホームページで公開しています

第2次能美市総合計画の

着実な実現に向けて

市民の皆さまより 市民の皆さまへ
● 事業への参画、協力

● 自助・互助・共助の推進

● 市民満足度調査等への協力

● 行政経営に対する意見、評価　など

● 情報発信、広報の充実

● タウンミーティング等での広聴の充実

● 評価・改善結果の公開

● 施策や事務事業の改善によるより質の高い行政サービスの提供　など

2019
見直し・修正

2022
見直し・修正

2026
総 括

前期  2017 > 2019

中期  2020 > 2022

後期  2023 > 2026

7 つの政策分野の施策ごとに目標指標を設定し、進捗管理をしていきます。


